
                            令和 2年 4月 27日 第 67号 

回覧   地域再生 協議会だより  

        百合が丘 2‐29‐6（老人憩いの家）59‐9356（火・金午前） isshiki-saisei@grace.ocn.ne.jp 

 

 R2年度本部会議 事業費 250万、自主収入 40万円に止まる                                  
地域再生協議会は令和 2 年度の第 1 回本部会議を開き、同元年度事業・決算を承認す

るとともに、役員改選、同 2年度事業計画、収支予算を決定した。新型

ウイルス感染対応のため、PC利用による書面会議を行った。第 2期 3 年

計画の初年度は国・町の助成金減と新型ウイルス対応の影響が大きく、 

空き家対策、合唱団運営を除く事業規模は約 4割減の 248万円に縮小し 

た。特に力を入れていた自主収入の拡大は講座やイベントの中止によっ 

副会長 関口氏   て 40万円に止まるなど大幅な狂いが生じた。役員人事では関口正美・

一色地区長が副会長、筧和憲氏（緑が丘）が会計に就任し、畑野米男・

百合が丘 1丁目地区長ら 5名を新理事に選んだ。（裏面参照） 

 令和 2 年度はコロナ感染のいくえが見えていないものの、前年度並み 

の事業規模を想定し、自主収入を 5 割増の 64万円に引き上げた。各部 

会とも協議会活動の最終年度（同 3年度）に焦点を当てた事業活動・予 

会計 筧氏   算を組み、財政自立に向けての取り組みを強化する。 

岡村昭寿会長は「自主運営に向けた基盤強化が最重要課題。各部会の活動とともに、

陣容を厚くした拡大部会長会議での議論を通じて、ポスト再生協議会の在り方に道筋を

つけたい」としている。（裏面に令和元年度決算書）（詳細はにのみや地域情報 HPに掲載）  

 

イベント総崩れー音楽祭は 1年延期 
2月以後、再生協議会の講座・イベントが完全にストップしている。5月末までの町

施設の閉鎖、会合の自粛が求められており、その間の中止案件は講座が 6件、音楽催事

が 2件、散策イベントが 4件にもなる。とりわけ大きな打撃を受けているのは音楽活動

部会で、300人以上の入場者を見込んでいた 3月末のやまゆり里山音楽祭が中止に。今

年 10月半ばのラディアン開館 20 周年記念音楽祭も、1年先延ばしが決まった。70人の

部員を擁するやまゆり合唱団の活動も休止したまま。 

こうりゅう塾も一色小、ラディアンの両方で開く予定を次々中止している。中には時

期をずらすことが可能な企画もあるが、講師との調整や会場確保も簡単ではない。散策

イベントの場合は、ほとんどは季節性があり、すべて練り直しになる。 

協議会内の活動も停止状態で、3月末に発刊した「友情の山の山野草たち」の購入申

し込みなどに対応しているだけ。例年は各事業部会とも 4月末にかけて相次ぎ部会を開

き、事業執行の検討を進めているが、今は全く身動きが取れない状態が続いている。 
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令和 2 年度・新任役員名（敬称略） 

副会長 関口正美（一色地区長）、会計 筧和憲、理事 畑野米男（百合が丘 1 地区長） 

同 梁井幸次（百合が丘自治会長、同 2 地区長、同地区社協部会長） 

同 青野吉雄（緑が丘自治会長）、同 間瀬よね子（県営テラス自治会長） 

同 村田遼介（県住宅供給公社県西地域創生事務所副主幹） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 


